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第9臨衛生工学シンポジウム
2001.11北海道大学学術交流会館

6-9 
Uターン式回転僻による集じん灰ダイオキシン類分解の実証試験報告

O 増田孝弘，角田芳忠((株)タクマ)

地時連 ，園井大蔵((株)チサキ)

1 嘗景

現在、都市ごみ焼却炉では排ガス中のダイオキシン類(以下 DXN)対策工事が進んでいるが、それに

伴い焼却灰から排出される DXNの割合が相対的に大きくなり、特に集じん飛灰については施設全体の

DXN排出量のうち大部分を占めることになる。 また、ごみ焼却施設からの DXN排出総量を 4'"'-'5μg-

TEQ/ごみ ton以下に抑えるためには飛灰中の DXN濃度は O.lng-TEQ/g程度まで低減する必要があ

ると試算される!l。

弊社では集じん灰中の DXNを低減する装麓の開発をめざし、 2000年には弊社工場内に灰処理能力

10kg/hのパイロット設備を設置し運転を行ったところ良好な結果が得られた九 2001年度より既設のご

み焼-却工場内に能力 100kg/hの実証設備を設置し運転を行っているo本報告では実証設備のこれま

での運転結果について報告する。

2 実証プラント

集じん灰の DXNを低減する技脅すのひとつである加熱脱塩素化処理にはいわゆる還元雰囲気条件と

酸化雰閤気条件があり、どちらも処理後に急冷を必要とする。本設備は酸化雰囲気条件であり、 U タ }

ン式自転炉という独自のシステムを適用して、急冷を必要とせず、灰の自己熱交換によりエネノレギー由

収をすることを特徴とする。

実証設備を設置した既設ごみ焼却工場の諸元を表 lに、実証設備のシステムフローを図 1に示す。

実証設備は集じん灰貯留設舗、 DXN熱分解装置、排ガス処理設備等からなる。既設焼却炉集じん機

より排出される集じん灰を貯留設備へ移送し、定量をDXN熱分解装置へ供給しDXNを分解する。 DXN

熱分解装置から排出される排ガスはパグフィノレタで除じん後、関接水冷によりドレンを回収し、焼却炉内

へ吹き込む。装置内への給気は行わず外気を吸号iさせており、内部の酸素濃度は外気とほぼ同じであ

る。なお、 DXN分解処理後の灰は既設のダスト臨化設備の系統に撮iきしている。

DXN熱分解装置本体は Uターン式の外熱キノレン方式で、電気ヒータにより集じん灰を加熱して DXN

の分解を行う。本体は二重簡の横型キノレン構造となっており、外筒、内筒がそれぞれ独立して間方向に

回転する。集じん沃はまず外筒親.IJに入札内簡の外備に間定された案内羽根により前進する。端部に違

表 1ごみ焼却工場の諸元

項目 | 諸元

施設規模 I 60ton/24h X 2基

ガス冷却方式 i水噴射式

集じん方式 i電気集じん機

有害ガス除去方式 i乾式消石灰吹込
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図 1 実証設備のシステムフロー
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した集じん灰は内備の一部に設けた切り欠きより内簡内部へ落下し、内構内の案内羽根により逆方向

に運ばれ排出される。

図 l中の「熱交換帯Jでは内筒内の高混の民と外筒側の低温の灰が間接熱交換を行う。これにより外

筒頓!Jの訳は予熱され、内筒内の灰は冷却される。「加熱帯jでは電気ヒータにより灰を所定の視度まで

昇温、保持する。灰は外簡側から内簡側への反転部で最高祖度に達するが、この温度を「処理混慶

(分解反応極度)Jとして位置づけ、運転・管理上の代表鑑としている。

運転結果と考察

1) 処理温度と分解性能

処理櫨度を変化させて運転を行った。灰の

装置内全滞留時期は 1時間とした。処理前の

DXN濃度は 1"'-'2ng-TEQ/ g穂度で、このうち

Co-PCBsが 2%程度を占める。処理撮度に対

する DXNの分解率を図 2に示す。

PCDDs/PCDFs、Co-PCBsとも、温度が高く

なるにつれて分解率が高くなっている。処理温

度 400
0
C以上では 90%代後半の高い分解率と

なった。パイlロット設備のヂータのほうが分解率

が高い傾向にあるが、これは処理前の DXN濃

度が高かったためで、処理後のDXN濃度は同

様のレベノレで、ある。 Co-PCBも初期濃度が低

いため分解率は PCDDs/PCDFsより低い。

処理温度約 300
0C及 び 490

0Cのときの

PCDDs/PCDFsの同族体分布をそれぞれ図 3、

図 4に示す。処理温度約 3000C(図 3)では 4

傭・5価の PCDDs/PCDFsが原灰より増加し、

6"'-'8倍は減少している。この温度域では処理

過程で高境素化物から低塩素化物へ移行し

た可能性がある。国 2で約 300
0Cでの分解率

がマイナスとなったのは TEFの大きい 4個、 5

価が増加したためである。 題 4(処理温度

490
0C)では各同族体が全体として分解が進ん

でおり、本装置においては DXN分解に対して

温度が重要なパラメータで、あると雷える。

2) DXNの収支

本装震は空気流中で集じん灰を加熱するた

め、 DXNが揮発して排ガスに伴われて排出さ

れる可能性がある。装置入口・出口の灰、パグ

フィルタ出口排ガス、パグダストの DXN濃度を

澱定し、系内の DXNの収支を検討した。結果

の一例を表 2に示す。

流出のうち処環灰とパグダストが大部分を占

め、バグフィルタ出口排ガスにはほとんど移行

しない。 パグダストは発生最は少ないが収支

としては処理灰に匹敵する。これは、排ガスに

伴われて飛散するダストは DXN濃度が高い小粒径のものであるため、パグダストの DXN濃度が高くなる
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ためと考えられる。

パグダストを装置入口へ返送することにより、

系外への DXN排出を低減しトータノレの分解率

を上げるこができる。

3) エネルギ一回収

本装盤は自己熱交換機構により灰の顕熱を

回収する。典型的な温度分布を表 3に示す。

熱交換機構がない場合は 800Cから 5000Cまで

加熱しそのまま排出するため、顕熱分をすべて

電力で賄うことになる(灰の含水率は0%と仮定)。

一方、本装置では 5000Cから 2200Cまで熱田

流入

流出

収している。放熱率を20%とすると、灰は加熱帯車前では

80チ(500-22α}x(J-0.2)= 304 

3040Cまで予熱されるため、加熱帯では 3040Cから 5000C

まで加熱するための電力で済むことになる。熱罰収しな

い場合に比べて、

(500-304)/(500-80，ノ 0.47

約 47%の消費電力となる。

表 2DXN収支

項目 DXN収支

原灰 100% 

処理灰 1.98% 

パグ出口 ダスト部 0.0000821 % 

排ガス ガス部 0.000217% 

パグダスト 1.76% 

計 3.74% 

表 3装置内の灰温度

場所 温度 [OCJ

装置入口 80 

最高温度 500 

装置出口 220 

実証設備のこれまでの運転では、ヒータ消費電力として約 110kWh/ton-灰となっている。現段階では

まだ保温等改良の余地があり、さらに原単位を下げることは可能で、あると考えている。

4 結論と課題

都市ごみ焼却炉集じん灰を対象としたダイオキシン類熱分解装霊実証プラントの運転により、処理温

度 400'"'-'5000C、滞留時期 1時間、空気雰掴気下で集じん灰中のダイオキシン類を 95%以上の高分解

率で分解することができた。また自己熱交換によるエネルギー臨収により省電力化が実現できた。

引き続き長期連続運転性、運転パラメータ(温度、滞留時間等)、護金属の挙動等について確認して

して予定である。
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